
〔研究ノート〕

オーストロ・マルクス主義

その略史と文献

内　田　忠　男

　オーストロ・マノレクス主義は，マノレクス，エンゲノレスの諸理論を政治，経済，

哲学そして法の諸領域の問題の解明に適用して，一連の輝かしい理論的成果を

生みだしていた，rf・一ストリア社会民主労働者党（以下SPOと㌢三）に；1，｜藻する

若い社会主義知識人の思想的理論的営みを指すものとして，1900三代に閑いら

れ始めたが，マルクス主義のいわば「第三の世代」のオーストリア版であった

人々が第一次大戦後SPOの指導部を構成し，同時に学派としての統一を尖う

に至ると，この用語は拡大・転用されるようになる。ブルジ・一：’　1：：1営は，隠蔽

されたボルシェヴィズムーの意味で用い，コミンテルン，オーストリア共産党

（以下KpOと略記）は，社会改良主義を革命的言辞でつつみかくす，社会民主主義

の亜種を示すものとして利用した。しかし，左右の蔑称として用いられたばか

りではなく，20年代以降はSPO内でも，社会民主主義諸政党のなかで独自的，

左派的理論・姿勢をとっている党を総体としてよぶ用語として認めて，SEうよ

うになった。

　この箭では狭い，思想的学派としてではなく，広い運動体を示すもののオー

ストU・マルクス主義を追うこととしたい。

（i）「オーストリア革命」まで（1867－1918）

1867年結社の自由が認められウィーンで労働者教育協会が，74年にはSPO
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が創立されたが，ラサーノレ派，アイゼナハ派の対立が激しく，組織は名ばかり

だった。78年ドイッの「社会主義者鎮圧法」の影響で運動は停滞し，J．モスト

の無政府主義の賜動によるテnノレ活動は84年ウィーンの戒厳令布告をまねい

て，労働者の組織・出版活動は崩壊した。

　沈滞した運動に活気を与え，「急進派」，「穏健派」の対立をほぐして労働者運

動を統一するのは，「社会主義とは健康権だ」と，ヒ＝一マニズムに燃えて実

践活動に身を投じてきたV．アドラーだった。彼は88年ハインフェルトで両派

の主張を折夏した綱領を採択させて党を再建した，がすでに民族間題は「火中

の剰で，大会は民族特権に反対する闘いは搾取に反対する闘いと同様国際主

義的なものでなければならないとするにとどまった。

　90年代組織活動は順調に伸び，党と労働組合は，アドラーの表現によれば，

「シャム双子」の関係，「車の両輪」として，労働者の労働条件，諸権利の改善

のために動いた。またドイッで始まった「修正主義論争」も知的刺激となって，

ウィーン大学の社会主義学生サークノレからK．レンナー，M．アドラー，　R．ヒ

ノレファディング，0．バウアーらがSPOに結集して理論活動も活溌となる。20

世紀初頭「マノレクス研究」叢書，理論誌『闘争』が彼らの手で刊行され，経済

学，哲学，民族問題，法学等の諸領域に，新カント主義的ではあるが，マルク

ス主義の分｛斤のメスをいれた論考が発表されて，国際的注目をあび，彼らのグ

IV　・一プはオース｝ロ・マノレクス主義者という輝かしく，晴れがましいレッテノレ

を受けることとなる。

　97年選挙法が少し改善されて労働者代表の参加が可能となったが，民族問題

は党の最大の問題となった。同権の諸民族連邦を要求するブリュン民族綱領の

採択（99年）も効なく，チェコ労働者の独自組織要求は，チェコ党だけでなく

チェコ人の労働組合承認にまで及び，1907年アドラーの卓抜した戦術で獲得し

た涛通選挙も党内の団結を固めはしなかった。

　党指導部は，レンナー，バウアーの「民族理論」と同様諸民族に文化言語共

同体を認めはするものの，分離独立を否定する態度に固執した。彼らの姿勢の
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背後にあるものは，「大ドイツ主義」であった。1914年8月開戦の日，党の機関

紙『労働者新聞』は「ドイツ民族の日」と題した参戦肯定の論障をはったが，

それはこの「大ドイツ主義」の爆発的表現であった。レンナ・一一は戦争の間の研

究で，帝国主義的膨張政策を，社会主義的オータノレキーを準備するものとして

解釈するまでに進む。

　開戦直後SPOは「城内平和」を打出したが，戦争の長期化によって国民生

活の深刻な窮乏化が進んで党内に不満がみち始め，アドラーの息子フリードリ

ヒの，党指導部への抗議をもこめた，首相暗殺事件が16年に起ると，これを契

機に広汎な平和，反戦の気分が党を次第に左へとおしやることとなった。

　18年1月ストライキの波が全国を洗い，評議会運動や後にオーストリア共産

党（以下KpOと略記）となる左翼急進派が誕生する。この激流のなか，SPOは辛

うじて労働運動の主導権を守り，10月チェコを始め諸民族が分離虫立していっ

た後，「オーストリア臨時国民議会」の中心として事態の収拾に当り，11月共

和国発足には首相にレンナーを送った。そして「ドイツとの併合」を実現する

要として，外相にバウアーを据えた。

（ii）　「連合政権」の時代（1919－1920）

　1918年11月共和国発足時の国家評議会，19年2月選挙後のキリスト教社会党

との連合政権でもSPOは権力の主要な部署を独占していたし，議会外では強

力な労働者評議会，人民軍を牛耳っていた。3月にはハンガリー－t4月にはバ

イエルンで労兵評議会国家が両脇を守るかのように成立した。権力掌握をはば

む障害物はなかった。問題はSPOの姿勢だった。

　労働者評議会議長であったF．アドラーは，オーストリアは食糧難のため連合

国の奴隷であり，ハンガリーの例には倣いえないと，ベラ・クンにこたえ，労

働者評議会の理論家となっていたM．アドラーは農民層が強力だからオースト

リアでは社会主義は不可能であり，評議会国家は成立，存続しえないと，労働
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者大衆を説得していた。評議会国家を要求するKPb系のデモには，軍事部門

を掌握していたJ．ドイッチュは人民軍を投入して勢をそぎ，秩序回復を至上命

題とした。

　経済面では，浅余国オーストリアの混乱の収拾，将来の見通しを，レンナー，

ことにバウアゴよ，ドイツとの併合に賭けていた。しかし19年9月サン・ジニ

ノレマン講和条約は併合を禁じ独立維持を求めたので，彼らの「社会主義ドイッ・

オーストリア」の夢と幻想は瓦解し，バウアーは辞任，新しい途を模索せねば

ならなくなる。この間に両評議会国家は崩壊し反動的体制が成立したが，SPO

はこの事態を議会を通じての途こそ社会主義への平和的非流rfn的移行を約束す

るのだという自らの理論的主張を裏付けてくれるものとして利用し，民主主義

路線を固めていった。バウアーは51％の得票即社会主義だとまで煽動して議会

活動への期待を煽った。ソヴィエト・ロシアの例に対しては，ロシアのような

広大な領土を持つ国とは異なる，狭渦なオーストリアでは，広い経済的空間を

必要とする社会主義は建設困難であると切り返し，SPOは1933年まで綱領にド

イツとの併合要求を掲げつづけた。

　KPO，急進的労働者層にはオーストリアの経済的社会的諸障害を列挙して

鎮静を求めたSPOは，ブルジョア諸政党には「ボルシェヴィズムの脅威」でお

どして譲歩を迫る政策に出て，50年間の運動で得られなかった多くの要求事項

を一一挙に短胡間に実現した（8時間労働日，有給長期休暇，経営評議会，社会

化法，失業保険法等）。

　この手口は以降のSPOの対政府交渉の原型となったが，この力と成功は「左

の脅威」や党の力が現実に序在することに依拠する。両評議国家の崩壊でKP◎

は急激に勢力を失い，政治生命を喪失する。外堀が一つ埋められた。

（iii）「赤いウイーン」（1920－1926）

20年10月の選挙でSP◎は10議席を失い，連合政権から離脱せざるをえなか
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ったが，ウィーンと地方都市はなお党の牙城だった。連邦の一州となったウィ

ー ンは，H．ブライトナーの租税攻策で得た歳入を，労働者向けの壮大な公共

住宅建築，教育・保健・体育・文化諸施設の建築に投入し，「赤いモスクワ」

に対抗する，社会主義労働者インターの「飾り窓」との地位を得，「赤いウィ

ー ン」と呼ばれた。0．グレッケルの教育改革事業が，地区図書館，社会教育施

設の拡充が進められ，勤労者・青年・学生らの自主的な文化・教育・体育諸組

織は，生活のさまざまな領域をカバーしていた。党組織では最高時には全国

71．8万人のうちウィーンは42万人，58％を占め，ウィーンの成人人口131万人

の，実に32％（男性では45％）を【Tiめていた。

　こうした強力な組織力，KPOを政治的に無力にして労働者の統一した政党

であることをバックに，SPOはいわゆる「ウィーン・インター」＝「第二半イ

ンター」とよばれる「国際社会党行動同盟」結成（1921年2月）の中心となり，

二つのインPt　一一の仲介役を買って出て，社会民主主義政覚のなかで独自的，左

派的存在を誇示した（23年第ニインターと合併し，社会主義労働者インターと

なって終った）。

　しかしウィーンは，カトリック農民，小市民の「黒い海」に浮ぶ「赤い小島」

にすぎず，革命の渦中で得た労働者の諸権利，福祉等は，政財界がオーストリ

アの構造的不況，生活難の原因だとする宣伝にあおられて，ウィーンの労働者

市政は農民，小市民の憎悪のまととなっていた。25年パウアーは農民各層の諸

要求に配慮した「農業綱領」をi’F成し，覚大会で承認させて彼等への喰い込み

を図ったが，大勢を変えることは出来なかった。

　この間KPOは分派闘争に終始し，「労農評議会国家」要求もセクトの空文句

を越えるものではなかった。

（iv）「リンツ綱領」の成立から破産へ（1926－1934）

26年リンツで， バウアーがオーストロ・マルクス主義の精粋だと言う新綱領
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が採択された。民主主義的手段，議会での多数の獲得によって権力を掌握し，

不法な反撃には独裁の手段でもってこたえるとする理論的部分には，社会主義

労働者インター左派の自負が，その独自性の主張が現われていた。党勢が頂点

に達した時期であった。

　23年結成され，集会や示威行進の秩序維持，労働者組織の防衛の任に当って

いた「共和国防衛同IL／R」は，　SPOの物理的力であり，武器を備えて，共和国の

火急の用に役立つものと考えられていた。綱領は彼らの存在，「敵への威嚇」

を計算していた。彼らと，カトリック的地主的反動の武装集団「護国団！との

衝突，テロノレの報復が次第に増えてぎて，緊張した空気が国内に充ちた27年7

月，同盟員を射役した護国団員が無罪放免されたのに抗議して，ウィーンの労

働者は自然発生的に露骨な階級裁判を糾弾するデモを敢行した。警官の発砲か

ら司法省の焼打ちへと混乱が拡がると首相ザイペノレは徹底的弾圧を命じ，死者

百名に及ぶ悲惨事をつくりだした。党，労働組合が弾圧に抗議するゼネストを

数日間全国に渡って行ったが政府の強腰をおらせることはできず，この事件は

政府，ブノレジ・ア諸政党それに「護国団」が，攻撃，攻勢へと移る大きな契機

となった。これだけの弾圧に党が「共和国防衛同盟」の武装抵抗の発動を決断

しえなかったのは，自ら「敵への威嚇」の手段をなげすてたことに等しかった。

　SPOは，反省として「共和国防衛同盟」を党指導部に直属する上意下達の純軍

事的組織へと改組し，ファッシ・団体の攻撃に対して労働者を守るだけでなく，

労働者の「党の紀律に違反する暴発的行動」にもそなえるものとしていった。

　30年大恐慌の波及は，大戦後の構造的失業者の大群に更なる大群を加え（4

人に1人が失業），労働者の組織的力量，資本の攻撃に対抗する力は加速度的

に減少していったが，政・財界に援助された「護国団」がオーストロ・ファシズ

ムの尖兵として勢力を拡張し，農村から都市へと活動を展開してゆき，ナチズ

ムが大恐慌で最もひどい打撃を受けた青年失業者，学生ら，都市の青年層をか

きあつめてふくれあがるなかで，SPOは失業者，低賃金に苦しむ労働者にた

だ議会活動による救済方法の案出，つまり選挙活動を提示するのみだった。反
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資本，社会主義のスPt　・一ガンは，ナチそしてKPOの旗印となり，　SPOは現情

況を打開する途を，「体制」を攻撃する明確なスPt　・一ガンを掲げえなかった。

SP◎の民主主義路線は，反動と反体制側の攻翠にはさまれて，孤立，後退，

時期を待つ姿勢となる。

　33年1月ヒトラーの政権掌握に続いて3月，首相ドルフスは議会排除，「戦時

経済補力法」による統治へと民主主義破壊を強行したが，SPOは，これに対

して「リンツ綱領」の唱う「独裁」の手段，武力抵抗の途を，すなわち「共和

国防衛同盟」の投入プラスゼネストの断行の途を選ばず，又「共和国防衛同盟」

の解散命令にも抗せず，むしろ逆にナチスの脅威に備えねぱならないと，首相

ドノレフスに「ri’　一一ストロ・ファシズム体制＝身分制国家」を時期を限って是認

する提案を行ない，この政党との連合政権構想まで提起する。党内左派とKPO

はこうした行動を社会民主主義の政策的破産だけでなく，SPOの原則，「リン

ツ綱領」の破産，否自己破壊だと攻撃，批判した。SPOは最後の抵抗線とし

て，克，労組，ウィーン市政，共和国憲法が攻撃され解散，解消させられる場

合には，武力とゼネストで立ち上ることを，最後の党大会となった33年の臨時

党大会で決定して公開し，政府への警告としたが無為であった。政府は「共和

国防衛同盟」の武器の捜索，押収を全国的に行ない，挑発につとめた。SPO内

では左右への分極化が進むとともに党勢は急激に衰頽していった。

　34年2月リンツで，R．ベノレナシェクに率いられた「共和国防衛同盟二員の

小グノレープが武器捜索に武力で抵抗し，党指導部に全国的呼応を求めた。右派

のレンナーはなお連合政権に執着し，左派の支持を受けるバウアーは躊摺のは

て，ゼネスト指令・抵抗を決断したが，内的準備を欠いた武力抵抗とゼネスト

は，散発に終り，少数者の英雄的抵抗が何らの見通しも方針もなしに，「共和国

防衛同盟」員を中核にして，数日間続いただけであった。

　spO，労働組合から労働者のスポーツ組織に至るまで労働者の自主的自律的

組織は解散させられ，合法性それに財産まで奪われた。

　しかしこの絶望的闘いは反ファシズム運動への一一つの大きな狼煙となったと
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言えよう。

（v）非合法下の抵抗と「併合」（1934－1945）

　無抵抗でファシズムに屈したドイッとは違って抵抗運動は早期に始まった。

「2月」の中核であった「共和国防衛同盟」は，超党派の武装抵抗組織として自

立した活動をはじめ，E．フィッシャーらspOの「左翼反対派」の多くはKpO

へ移行して抵抗運動を担った。SPOでは，左派・青年層が旧党の名を捨て新

たに「革命的社会主義者」（以下RSと略記）を結成し，情宣・組織活動を展開す

る。チェコへ逃れたバウアー，ドイチュらは「在外事務局」を構成し，RSと

連絡を保ちつつ，「第ニヴァイオリン」として国内外の抵抗運動に助力する情

報収集・出版活動に活動を限定して歩みを始める。

　諸組織はいずれも当初は，「2月の弾圧者」の体制とのいかなるかかわりを

も拒否するボイコット戦術を反ファシズム闘争のスV一ガンにしていたが，賊

首，賃金差別のおどしでもって翼賛組織への加入を強要されて次第に労働者が

翼賛新組合へ加わるようになると，KpOは，新組合を下から変えて労働者の

諸要求を闘いとる組織にしてゆくべぎだと「トロイの馬」戦術へと転換し，合

法，非合法の両面を活用することを提唱する。他方RSは「2月を忘れるな」

と一貫して体制のボイコットの戦術に固執して変らなかった。

　非合法下に再建された自由労組は，超党派組織として自立し，労働者更に広

く国民一般の要求を掲げ，反ファシズムの抵抗を組織する責を担った。組合は

数度ナチスの脅威に対して国民が統一・団結してオーストリアの独立を守って

たたかうべきだと政府に建議する署名運動を組織した，がしかし首相シュシュ

ニクが労働者の声に耳を貸したのはベルヒテスガーデンでヒトラーの要求に身

を屈してきた後でしかなかった。

　反ナチ，反ファシズム，反併合の運動を国民的抵抗にまで高め盛り上げるた

めに，KPOは37年，　A．クラールの「オーストリア民族論」を発表し，「第二の
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ドイツ民族」と自己規定してナチス・ドイツへの抵抗をためらう体制側を攻撃

し，ナチスへの抵抗が国民・民族的課題であることを力説した。シュシュニク

が「独立維持」に賛成か否かを問う，国民投票にナチへの抵抗の手段を見出し

たとき，KpOは真先にヤーを唱えたが，　RSは「34年2月の敵」に反対すると

する姿勢をくずさず，ようやくヤーを決断するのは「併合」のまさに前夜でし

かなかった。

　「併合」が38年3月無血で行なわれたが，RSを含めてSPOの指導者らは「併

合」を「歴史的経済的必然事」だと肯定的に評価した。KP◎が「独立回復」

のスローガンを提起すると，バウアーは「反動的逆行的」だと批判し，経済的困

窮を運命づけられたオーストリア労働者はオーストリアに愛着を感じはしない

とまで述べ，レンナーは自己の政治活動の夢が実現したと言う始末であった。

33年併合要求を綱領から削除したのは一時的処置にすぎず，ドイツへ依存する

姿勢，ドイツ主義の理念が，spOにいかに根深いかが今一度示されたのである。

　「併合」下の抵抗運動は，ナチスの徹底的弾圧とSPOの理念的影響のマイナ

スもあって，極度に困難で孤独で犠牲の多い，ごく少数者の闘いではあったが，

敗戦まで国の内外で進められた。この抵抗運動とナチスに率いられた戦争の悲

惨さの経験が糧となって，オーストリアで国民的民族的意識が育まれ，又第二

次大戦後の新たな労働者運動，社会主義の目標，路線が，労働者階級のそれぞ

れの組織のなかから創りだされていったのである。

文献解題

まず思想体制としてオーストV・マノレクス主義を概観させるものとして，

①　（Hrsg．　u．　eing1．　v．　Sandkuhler，　Hans－J6rg　u．　Rafael　de　la　Vega），

　Austγo一ルMavxismus．　Wien，1970．

②Leser，　N・bert，　Z・・isch・n　Ref・rmismus　und　B・lschewisMttS・ヱ）・・

Austromaγxismus　als　Theoγie　und　Pγαxis．　Wien，1968・

社会運動としてオーストロ・マノレクス主義を知る上で必要な文献を紹介する
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ものは，

⇔　Steiner，　Herbert，　Bibliogγaカltie　zttγGeschichte　derδsteγγeiclzi一

sclten　Aγbeiterbezvegttng　l867－1918．　

Bαna　2：1918－1934．　Band　3：ヱ934一

　　1945．　“アien，1962，1967，1970．

　オーストリア労働運動史の研究に社会経済史を緒びつけようとした野心的な

概史として，

　④　Hautman，　Hans　u．　Kropf，　Rudolf，　Die’o’sten・eichische　Aγbeiter－

betvegung　v・m　V・γm’ciγz　bis　l945．　S・ziα雄・no？nische　Uγsク醐ge

　　ihrer　Ideologie　und　Politik．　Wien，1974．

　労働運動史研究の古典としては，

⑤ 　Brage1，　Ludwig，　Geschichte　der　Usterreichischen　SozialdeJnokrαtie．

　　Band　1－5．　Wien，1922－1925．

　二重帝国の崩壊まで扱っているだけだが，取りいれられている資料は重要で

ある。

　同様に戦笥の労働組合運動史の先駆は，

⑥　Deutsch，　Julius，　Geschichte　derδsterreichischen　Getverksckαften

　　ooπih－「en　Anf　dngen　bis　2ur　Gegenwart．　Wien，1908．

　なお同書は第一次大戦後，Kate　Leichterらの協力で戦後まで加筆，拡大

されて二巻本として刊行された。

　　　Deutsch，∫ulius，　Geschichte　der　δsterγeichischen　Gezveγfeschαfts－

　　beweg’ttng．2．　Bde．　Wien，1929－32．

　第二次大戦後までをカバーする詳細な労働組合運動史のスタンダード・ワー

クとして，

　⑦　Klenner，　Fritz，　Die　’o’sterreichischen　Gewerhschaften．　Vergαngen－

　　heit　und　Gegenwartspγobleme．2．　Bde．　Wien，1953．

　キリスト教社会党系労働組合運動の研究は通史的であるが，

　⑧　Schwimmer，　Walter　u．　Klinger，　Edwald，1）ie　christlichen　Ge－
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zoeγflscka∫ten　in　Oesterγeich．　Wien，1975．

　運動の初期に重要，重大な役割を演じた無政府主義運動については、

　⑨　Botz，　Gerhard，　Branstetter，　Gerfried　u．　Pollak，　Miche1，　Im

Schatten　deγAγbeiteγbezpegung．　Zuγ　Gesclzickte　des　A7zaγcl2isγnus

　　ゴηOester・reich　und　DeutschLand．　Wien，1977．

戦前期，第二次大戦後のSPOの正史と呼ばれるものはまだないが，　KP◎の

ものは，

・⑲　Geschichte　der　I〈onZini｛nistischei・t　Pαγlei　Oesteγγeichs　IC　18－1955．

　　Kurtzer　Abriss　von　einem　Autorenkollektiv　der　Historischen

　　Kommission　beim　ZK　der　KPOe　unter　Leitung　von　Friedl　FOrn－

　　berg．　Wien，1977．

　労働者政党以外のものも含んでいるが，各政党の綱領をおさめているもの

は，充分なものではないが，今のところ，

　．⑪　（Hrsg．　u．　eingeleitet　v．　Berchtold，　Klaus），Oesteγreicltische．paγtei一

　　ヵγogγα372刀zθ1868－1966．　Wien，1967．

　綱領，補足的綱領から，セクトの「テーゼ」まで輻広く収録している。

　SPOの指導者，主要な活動家の伝記と著佐等を知る上で便利なものとして

は，

　⑫）　（Hrsg．　v．　Leser，　Nobert），　M／θγ力itizd　W‘4θγ力α〃．　Gγ〆1¢Gestalten

des　bsteγreichische3z　Sozialism2ts．　Wien，1964．

　文末に文献紹介（著萬，研究書）がある。

　労働者政党創立期の研究苫としては，

　「③　　Steiner，　Herbert，　Z）ie　A・rbeiterbezvegt“ig　Oestei’reicl2s　i867－1889．

Beitγdge　zz‘　ihγeo’　Geschichte　2，ω膓　dei’　Gり’iL・ndt‘つzg　d¢s　LIL「i¢neγ

Aγbeiteγb’ildungsveγeins　ぴs　zu7n　Ein・igieηgsPα・rteitag 　ill　Ha海n∫　eld．

　　Wien，1964．

　各地の労働者教育協会から労働者党が創立され，大会をもつまての鶏問を扱
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　うものは，

⑭　G6hring，　Walter，　Der　Grilnduiigspαi’teitag　der　bsterreichischen

Sozialdemohrαtie．　Nθ1↓伽β1874．　Wien，1974・

　なお前後するが，1848，9年の革命期の労働者運動，及びそれとのK・マノレクス

のかかわりを述べているのは，

　⑬　，Steiner，　Herbert，　Karl　Mαrx　in　Wien・　Die　Aγbeiterbeτvegμng

　　zlviSChen　Revolzttion　und　Restαteration　1848．　Wien，1978．

　第一次大戦前spOを終始悩ました問題は，何といっても民族問題であった。

研究1§：も多いが大著としては，

⑯M・mm・en，　H・n・，　Die　S・zi・1d・m・〃e・atie　und　die　Nati・nαlitdten－

　　∫γage　im　habsbuγgischen　Vielv’dlkerStaαt・L　Das　Ringe’n　u77Z　die

suPranation・1・励・9・蜘，t　der　zi・leith・nisch・・t鋤・it・rbew・g・ang

　　　（1867」907）．Wien，1963．

　民族問題をレンナー，バウアーら「オーストロ・マルクス主義」の枠内だけ

でみるのではなくて，経済的側面からも考慮すべきだとするのが，次厚である

が，チェコの研究者の，チェコの側からする労働組合運動の研究が収録されて

いる。類書が従来ドイツ語ではないだけに重要であろう。

　n　Konrad，　Helmut，　Nationa｛isMeeS　und　lnter・izatioiialisii2us．　Die

　J
δst¢γreicltisclte　Aγbeiteγbetvegung　vor　d¢m　Eγsten　Wettkγieg．　Wien，

　　　1976．

　民族問題へのSPOの態度については，勿論レンナー，バウアーの’答書は欠

かせない：

　璽　Renner，　Kar1（Pseudonym：Wahrmund，　Thomas），　Der　Kαinψf

　　　dθr　Oesteγ・rθicltisclaeη　Nαtionen　um　　dθn　Staαt．　Eγstθγ　Teil．　Z）as

7Tationαle　Proble・m　als　Veγfαssungs－und　Veγwαtttmgsfrα9e．　Leipzig

　　　＆Wien，1902．

　届　　Bauer，　Otto，　Die　Nationatit’a’tenfrage　und　die　SoziatdeMOhratie・
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　　　Wien，1907．

　レンナー研究には

⑳　Karl，　Renner・Eine　Bibliographie．　Zusammengestellt　v．　Hans

　　　Schroth．　Wien，1970．

　邊．　Hannak，　Jacques，　Kaγl　Renner　und　seine　Zeit．　Veγsuch　eineγ

　　　BiogγaPhie．　Wien，1965．

　バウアー研究には，現在刊行中の全集のほか，下記の三書の伝記がスタン

ダードだろう。

㊧　Otto　Bauer　Weγkausgabe．　Band　1－9．　Wien，1975－80．

・⑳　Leichter，　Otto，　Otto　Bauer．　Tγagb’die　oder　TriamPh．　Wien，1970．

　⑳　Braunthal，　Julius，，，Otto　Bauer，　Ein　Lebensbild‘‘in　Otto　Bauer．

　　　Eine　Aaswahl　aus　seineM　Lebensweγ為．　Wien，1961．

　SPOの指導者V．アドラ・・一については，

．⑳、Victor　Adler．　A∫∫元域Reden，　Bγ好θ．　Heft　1－11．　Wien，1922－

　　　1929．

　⑳　Ermers，　Max，　ViCtOO・・4dler，　Grb6e　und　Auf　stieg　einer　soziaii－

　　　stischen　Partei．　Wien，1932．

　　彼の息子，Friedrichと合わせて書いたものとしては，

　　⑰　　Braunthal，　Julius，　Victor　und　Friedrich　Adlev．　Zwei　Geneγationen

　　　Aγbeiterbewegung．　Wien，1965．

　　SPOの哲学者，左派の代表者としてのM．アドラーについては最近研究が増

えてきているが，

　　⑳　Schroth，　Hans　u．　Exenberger，　Herbert，　Max　Adter：Eine　Bi．

　　　bliogγαPhie．　Wien，1974．

　　．乏⑨　Heintel，　Peter，　System　z｛nd　Ideologie．　Der　Austrornaγxismus　im

　　　Spiegel　der　philosophie　Max　Adlers．　Wien　u．　Mttnchen，1967．

　　；④｝Katsoulis，11ias，　So‘”iαlismus　und　Staat．［）emohγatie，　Revolution
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　　　und　I）iktαtu．r　des　i）roletαγiats　im　Aztstromarxis〃mt｛s．　Meisenheim

　　　am　Glan，1975．

　　第一次大戦中の党内の諸潮流及び動向については，

⑪ Renner，　Karl，　Mαi’xis3ntts，　Kγieg　Ulld　li2teγnationαie．　K・ritische

Studi㈱泣beγo∬e7τe　Pγoblem¢（乏eS　zvissenscha∫tliche｝n　iC・nd　des　pγα一

　　　fetischen　So：・　iaZisintts　inμκ（Z　nach　defn　YVeltkγieg．　Stuttgart，1917．

　　亘．Adler，　Friedrich，1）ie　Erneuert‘ng　der　Intes’nationale．　Attfsa’tze

　　　aus　deγKriegszeit．　Wien，1918．

igL｝12／・Adler，　Max，　KIassenhamP∫gegen　V6Z丘e漁㈱ゆτl　

Mα．yx｛・st｛sclze

　　　Betrachtuf・zgeiz　2Zl71z　W1焼酩gθ．　MUnchen，1919．

　　亘　Neck，　Rudolf，　Arbeiterschaft　und　Stαat初2　Eγsten　I　Veitlerieg

　　　1914－1918．（A．Quellen）．1．　Der　Stαat．　Wien，1968．

　「オーストリァ筆命」期の諸問題については，まずバウアーの古呉討著作の

外に，

　　遍　Bauer，　Oヒto，　Die’o’steγreichische　Revo1・ation．　Wien，1923（1965）．

　革命の冷却化に役立てられた「労働者評議会」については，

　　蔀　Reventlow，　Rolf，　Zwisclzen　Alliieγten　und　Bolsclietviんeiz．　Ar－

bei老er？’dte　in　Oester？’eiclz　1918　bis　1923．　Wien，1969．

　「社会化」については，もっぱら理論面に重点が置かれているが，

琶lWeisse1，　Erwin，　Die　Ohnmacht、　des　Sieges．　Aγbeiteγsciiαft　und

Soziαlisiert“tg　izaclz　denz　Eγsten　W¢『挽γieg　ilz　Oesteγγeich．　Wlen，

　　　1976．

　革命の急進化の先頭に立ったが，非力で，少数者しかえられなかった急進

派，KPOについては，

琶 　Hautmann，　Hans，　Die　Anf　dnge　de．r　Linksγαdihalen　Bewegun9

τ襯ddeγ1〈Oininunistischen　Pαγtei　DeZttschb’steγγeichs　lgl6－191g．

　　　Wien，1970．
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　両大戦間の社会主義・労働者運動の歴史については，反省と控判を含んだ次

の二著がある。前者はSPO左派，後者はそこからKPOへ走ったE．フィッシ

ャーのものであるが，

　：IC）　Leichter，　Otto，　Glan2　・and　Ende　deγ　Eγsten　Repttbtik，　Wゴθes

　　21｛112δsZθγγθic万sψθπBUγgeγkrイeg　fea7n．　Wien，1964．

　ll）　Fischer，　Ernst，　Eri7tnerungen　und　Refiexioe2eフi．　Reinbek　bei

　　Hamburg，1969．『回想と反省，文学とコミンテノレンの問で』辻ヨ浩士訳，

　　1972．

　「赤いウィーン」については，SPOの書記局の中心として任に当ったR．ダ

ンネベルクの報告がある。

　1i　Dalmeberg，　Robert，1）asフteue　i」V’ien．　Wien，1930．

　SPOの各種組織，団体の歴史のなかから青年組織のものだけをひろえば，

　堅　Neugebauer，　Wolfgang，　Bαzω01閲θγKo〃捌θ12∂杉〃Wε！Z．　C．escl2ichte

　　der　sozialistischen　ノ「ugendbezvegz‘ngl　iit　Oesteγi’eiCh．　、Vien，　1975．

　1934年2月に関しては，幾多の研究書，研究者集会議事録があるか，孤抗の

中心となった「共和国防衛同1且関係の研究も現われている。さしあたり，

　lll　Reisberg，　Arnold，　Februaa’1934．　Ilinteγgrunde　uild　Folge・n．

　　Wien，1974．

　11　Kyka1，　Inez　u．　Stadler，　Karl　R．，　Richaγd　2eγRαSClieii．　OdNssee

eines　Rebellen．　Wien，1976．

　｛言　Stadler，　Karl　R．，　Opfei・zve1’lorener　Zeiteii．　GeSChiCIZte　der∫　chlttZ－

　　btend－Emigrαtion　／934．　vVien，1974．

　露　Duczynska，　Ilona，1）er　deinokγαtische　Bol．scliezvih．　Ztfr　TJteorie

　　und　Pγαxis　der　Gewalt．　MUnchen，1975．

　オーストV・ファシズム及びナチズムの下での抵抗運動とその造程での新た

な「民族問題」論争の出現については近年研究が多い。

　RSの運動では傾向が異なる二著が資料的でもある。
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aT　Leichter，　Otto，　Zwischen　zwei　Dihtαtaren．　Oesteγγeichs　Revolu一

tiondre　Sozialisten　1934－1938．　Wien，1968．

1・’Buttinger，　Josepf，　Dαs　Ende　der　MasseハtPαrtei．　Am　BeisPieI

　　　Oesteγreichs．　Frankfurt，1953．

　KPOも含めたものとしては，

　　1n　West，　Franz，　Die　Linfee　im　Stdndestaat　Oesteγγeich．　Rω01μκo励γθ

　　　Sozialisten　und　Kommu・nisten　1934－1938．　Wien－M曲nchen－Zarich，

　　　1978．

　両ファシズム下の労働組合運動には，

二心 H’mdels，］ose£，　Oesteγγeichs　Getveγkschα∫t¢n　im　Wideγstαnd　1934一

　　　1945．

　「民族問題」についてはKPO側の提唱と，ドイツ民族との併合に固執する新

旧社会民主主義者の論争があるが，研究書，資料としては，

　⑪　Konrad，　Helmut（Hrsg．　v．），　Sozialdemokγαtie　ztnd”Anschguβ“．

Histoγische　Wuγzeln　Anschlu6、19ヱ8拠d　1938　Nαchwiγhungeai．

　　　Wien，1978．

52　Dαs儂tationα1¢Fγα9θ顕d　Oesteγγeichs　Kαmカ∫τ協s¢ine　U『7t一

　　　α6力互π9ゴ9んθπ．Ein　Sammelband．　Paris，1939．

　　：；’gMitteracker，　Hermann，　Kα吻アund　Opfeγ　filr　Oesterγeich　Ein

　　　Beitγag　2uγ　Geschichte　des　δsterγeichischen　Widerstandes　1938－

　　　1945．Wien，1963．
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